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2020 年から世界中を襲った新型コロナウイルスのパンデミックに直面し、今私たちが生きる時代がグ

ローバルな繋がりの中で、まさに先行き不透明な時代であることを痛感しています。令和 3年度も夏季休

業期間中にデルタ株が猛威を振るい、子ども、職員、保護者への感染などにやきもきしました。それにと

もなった、運動会や修学旅行などの学校行事の見直し、感染予防対策のさらなる徹底など、それぞれの学

校で各教育委員会のご指導の下、できうることを模索しながら進めるしかありませんでした。

その後、嘘のように感染者が減り、揖斐郡はもちろんのこと、県内でも感染者０と言う日がめずらしく

なくなってきました。そんな中、どの学校も工夫をこらした運動会、修学旅行等が滞りなく実施できまし

た。私たちが常日頃願ってきた子どもの安全・安心を守りながら、価値ある活動が進められていることを

うれしく思います。しかし年が明け、新たな変異株との戦いが始まり、油断できない事態が続いています。

さて、揖斐郡内の保健主事、体育主任、養護教諭、栄養教諭の先生方のご協力により、ここに「いびの

子のからだ」第６８号を発刊することができましたことを、心よりお礼申し上げます。

本誌の編集にあたり、児童生徒の健康状態や運動能力の実態を、数値やグラフ、考察などで容易に把握

できるようにしたり、郡の子どもたちの実態を県のデータと比較できるようにしたりするなど工夫をしま

した。また、郡教育研究実践論文で受賞された養護教諭の小川七彩先生の「健康安全」に関わる論文の要

旨を掲載することで、冊子の充実を図りました。

窪田

児童生徒の健やかな成長を願う学校教育において、学校保健の充実は欠かすことができません。新型コ

ロナウイルスの新種オミクロン株の感染拡大が心配される中ではありますが、当冊子が、学校教育の土台

を担う健康教育の指針として大きく貢献できますよう、本 68 号を十分活用していただくことをお願い申

し上げます。
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